
平成２８年度全国学力・学習状況調査特集号（概要版）

☆学力テスト本県結果 小６算数全国最下位 国語２科目平均以下
さて、上記のタイトルは９月３０日（金）の下野新聞朝刊の１面の衝撃的な見出しです。記事は「文科

省が実施した全国学力テストで、県教委は２９日、調査対象だった小学６年生と中学３年生の結果を公表
した。小６は算数の全国順位が最下位だった。算数Aの平均正答率が２．６ポイント全国平均より低いな
ど、5年連続で全科目が全国平均を下回った。・・・」とあります。そして県教育長は「調査結果につい
て県版調査と併せて詳細に分析し、市町教委などとさらに連携しながら課題を解決し、しっかりと学力向
上に取り組んでいく」とコメントを出しました。これらを踏まえて次に本校の結果の概要をお知らせしま
す。本校においても今回や今までの結果を分析し、課題を明確にして古山小の児童の実態に合った学力向
上の対策を推進していきたいと思っています。保護者の皆様もご理解ご協力をよろしくお願いいたします。

平成２８年度全国学力・学習状況調査結果（古山小の概況）

【学力調査】結果（全国平均正答率との比較）※公表の仕方は市教委に準ずる
実施日 ：平成２８年４月１９日（火） 実施学年：第６学年７７名
実施教科：国語Ａ（主として知識に関する問題）、国語Ｂ（主として活用に関する問題）

算数Ａ（主として知識に関する問題）、算数Ｂ（主として活用に関する問題）

「平均正答率の記号の凡例」

◎ 上回ってる。（５ポイント以上１０ポイント未満）○ 上回っている。（１ポイント以上５ポイ
ント未満） ― 同程度（±１ポイント未満）
▽ 下回っている。（１ポイント以上５ポイント未満）▼ 大きく下回っている。（５ポイント以上）

（１）全体の比較と傾向（全国の平均正答率との比較）

６年生 国 語Ａ 国 語Ｂ 算 数Ａ 算 数Ｂ 理 科

全国との比較 ― ― ― ○ 実施せず

・国語は、主として知識に関する問題（A）、主として活用に関する問題（B）とも平均正答率は
全国平均正答率と比較する同程度である。

・算数は、主として知識に関する問題（A）の平均正答率は全国平均正答率と比較すると同程度である。
主として活用に関する問題（B）では上回っている。

・全体的に主として知識に関する問題（A）より、主として活用に関する問題（B）の方が全国平均
正答率と比較すると上回っている。

・国語・算数において、基礎的・基本的な知識・技能に関する学力の向上がさらに望まれる。

（２）学習指導要領の領域別の比較（全国との比較）

国 語 国 語Ａ 国 語Ｂ 算 数 算 数Ａ 算 数Ｂ

話すこと・聞 ○ ◎ 数と計算 ― ―
くこと

書くこと ▼ ▽ 量と測定 ▽ ―

読むこと ▽ ○ 図形 ○ ○

伝統的な言語文

化と国語の特質 ○ 数量関係 ― ―
に関する事項

（参考資料）
（領域別の傾向）
・国語Ａでは、「話すこと・聞くこと」、「伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項」は上回ってい
る。「書くこと」、「読むこと」が全国平均正答率より下回っている。
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・国語Ｂでは、「話すこと・聞くこと」、「読むこと」が全国平均正答率より上回っている。「書くこと」
は下回っている。国語では「書くこと」に課題がある。

・算数Ａでは、「図形」が全国平均正答率より上回っている。「量と測定」が下回っている。
・算数Ｂでは、「図形」が全国平均正答率より上回っている。他は同程度である。

《特に正答率が低かった設問の内容（学習の改善が必要と思われる設問）※問題を参照》

●国語Ａ「ルール説明の表現について助言した内容として適切なものを選択する」３ の設問
「ローマ字を書く（あさって）」の設問→正答率は４０％程度であった。

●国語Ｂ「『早ね早起き』活動の課題について、〈図２〉の結果を基に書く」２の１の設問の平均正答
率は１０％台であった。（全国と比較して30％以上低い値である。）

●算数A「７．１、７、７．０１の中で一番小さい数と一番大きな数を書く」３の２の設問
「８㎡に14人座っているシートについて、1㎡当たりの人数を求める数を書く」４ の設問
「テープ全体の長さを基にしたときの赤い部分の長さの割合が、一番大きいものを選ぶ」８
の設問

●算数Ｂ「目標のタイムを求める式の中の０．４や０．３が表す意味を書く」２の３の設問
「A小学校とB小学校の図書委員が表したグラフを見比べて読みとった事柄として正しくない
事柄について、正しくないわけを書く」４の３の設問→正答率２０％台と低い

「示された形を作ることができることを説明する式の意味を、数や演算を表す内容に着目して
書く」５の１の設問→正答率３％程度とひじょうに低い

「示された四角形を並べてできる図形を選ぶ」５の２の設問

※本調査の目的や，調査結果は学力の特定の一部分であり、また学校における教育活動の一側面です。
今後は、更に詳細な分析を行い、その分析結果を日常の学習指導の工夫改善等に生かしていきます。

【学習状況調査（児童質問紙）】の主な結果（一部です）
実施日 ：平成２８年４月１９日 実施学年：第６学年７７名
回答方法：４つから選択等
回答例：（１．している ２．どちらかというとしている ３．あまりしていない ４．全くしてい

ない ５．その他 ６．無回答）など

○高い割合や全国・県の結果と比較してよい傾向が見られる内容
・毎日、同じくらいの時刻に寝ている。
・毎日、同じくらいの時刻に起きている。→規則正しい生活ができています。
・ものごとを最後までやり遂げて、うれしかった。
・友達と話し合うとき、友達の話や意見を最後まで聞くことができますか。
・将来の夢や目標を持っていますか。
・家の手伝いをしていますか。
・家で学校の宿題をしていますか。
・家で予習・復習やテスト勉強などの自主学習において、教科書を使いながら学習していますか。
・学校に行くのは楽しいと思いますか。
・学校で友達に会うのは楽しいと思いますか。
・地域や社会で起こっている問題や出来事に関心がありますか。
・学校の決まりを守っていますか。
・人が困っているときは、進んで助けていますか。 ※素直な古山小の児童のよさが表れています。

▼反対に検討や改善を要すると考えられる内容
・自分には、よいところがあると思っている。
・友達の前で自分の考えや意見を発表することは得意ですか。→苦手としている児童が多い
・学校で好きな授業がありますか。
・授業の中で分からないことがあったら、どうすることが多いですか。→「そのままにしておく」と
いう回答が全国や県の結果より多いので心配です。 など

○保健室の先生（養護教諭）の変更について
先日も通知でお知らせしましたが、養護教

諭が７月下旬から長期にわたり休暇になりま
した。そのため補充として９月からA先生が赴
任し勤務していただきましたが、残念ながら9
月中だけの勤務ということで先日お別れ会を
しました。１ヶ月間でしたが本当に児童も教
職員もお世話になりました。ありがとうござ
いました。その補充として、１０月１日付でB
先生が着任しました。下野市勤務は初めてで
す。よろしくお願いいたします。

（A先生は９月まで） （B先生は１０月から）

※児童の活動の様子や学校行事等については、学校ホームページに掲載してますのでぜひご覧下さい。

学校ＨＰアドレス http://www.school.shimotsuke.ed.jp/e_school/koyama/


